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科学技術イノベーション研究科の設置に当たって
神戸大学は、「学理と実際の調和」を理念とする伝
統を発展させ、先端研究と文理融合研究の推進を通
じて現代及び未来社会の課題を解決するための新た
な価値の創造に挑戦し続けることを大学のビジョンとし
ています。今回、この神戸大学ビジョンの達成に向け
て，社会科学分野（経済学・経営学・法学など）と自
然科学分野（医学・工学・農学・理学・システム情
報学など）の構成員が一体となって、神戸大学がフラッ
グシップ研究と位置付ける重点四分野（バイオプロダ
クション、先端膜工学、先端IT、先端医療学）と事
業創造に焦点を当てたアントレプレナーシップとの融
合による日本初の文理融合型の独立大学院である「科
学技術イノベーション研究科」を設置します。本研究
科の独自なカリキュラムを通じて養成される人材は、
産業界のさまざまな分野から求められているイノベー
ションを推進するリーダーとして活躍してくれるものと
期待しています。

神戸大学長　武田 廣

研究科の目的

アントレ
プレナーシップ

分野
先端医療学
分野

先端医療学
分野

先端膜工学
分野

先端膜工学
分野

iPS細胞やコンピュータシミュレー
ション、新規ワクチン製造基盤技術
などの革新的医療開発手法と医療
産業特区の活用により新規治療法お
よび診断法創出を総合的に推進する

膜を用いて水浄化やガス分離
を行うことで、省エネ・創エネ
プロセスによる資源循環型社
会の実現を目指す

先端 IT 分野バイオ
プロダクション

分野

ＨＰＣ（スパコンを利用する高性能
計算）とＩｏＴ（広域ネットワーク化
情報技術）の連携により、情報通信
デバイスとIT応用技術分野で世界最
先端の研究開発を推進する

木や草などの植物から、微
生物機能を利用し、バイオ
燃料やバイオ由来化成品の
生産を行い、脱石油資源の
循環型社会の実現を目指す
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科学技術イノベーション研究科では、学際領域における先端科学の研究
能力とともに、知的財産化、生産技術開発、市場開拓までの学術的研究成
果の事業化プロセスをデザインできるアントレプレナーシップを兼ね備え
た理系人材を養成することを目指しています。

上記の人材養成の目標を踏まえ、本研究科では、次のような学生を求め
ています。

・ 工学、情報学、農学、医学のいずれかの分野における基礎的研究
能力を有し、研究に強い意欲を持つ学生

・ 自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研究に止まらず、生
産技術開発から事業化までを目指すことに強い興味と意欲を持つ
学生

アドミッションポリシー

教育課程の特色

学際領域における先端科学技術の研究開発能力とともに、知的財産化、
生産技術開発、市場開拓までの学術的研究成果の事業化プロセスをデザイ
ンするアントレプレナーシップを兼ね備えた理系人材の養成を行うため、
神戸大学が世界をリードする先端科学技術の分野であるバイオプロダク
ション、先端膜工学、先端ＩＴ、先端医療学と並んでアントレプレナー
シップを本研究科の教育研究分野とする。

先端科学の４分野においては、分野横断的な知識の修得を可能とするた
めに、専門分野だけでなく、他の分野にも視野を広げることができる素養
を身に付けさせるとともに、先端科学技術をベースに事業化を見据えたア
ントレプレナーシップ教育を行うことで、イノベーションを自ら創出でき
る理系人材を養成する。

また、関連分野の世界トップレベルの実践的外国人教員を招へいし、研
究指導やＰＢＬ（PBL：Project-Based Learning）」等を通じて世界と競
える人材を養成しつつ、拠点形成を目指す。

◯学位の名称 「修士（科学技術イノベーション）」

４０名

学生定員
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課題解決能力専門能力

専門科目

選択 12単位

実践的な先端研究開発能力

先端研究開発
プロジェクト科目

必修 10単位

• 産業技術実習

• プレゼンテーション
演習

• 先端研究開発プロ
ジェクト研究

必修 8単位

必修2単位

科学技術イノベーターの養成

（アントレプレナー
シップ科目）

（先端科目）

バイオ・環境先端科目

先端ＩＴ先端科目

先端医療学先端科目

・アントレプレナーシッ
プ入門

・起業とベンチャー経
営

・ベンチャー企業の事業
戦略

・ベンチャー企業の
イノベーション戦略

・コーポレートファイナ
ンス

・知的財産法基礎

・アントレプレナーファ
イナンス

・知的財産法実務

・先端バイオ技術概論 ・先端環境技術特論

・先端食品技術特論 ・産業バイオ技術特論

・農業バイオ技術特論 ・エネルギー技術特論

・バイオプロセス工学特論

・先端IT社会学概論 ・先端ネットワーク特論

・センサー・アクチュエータ特
論

・先端計算科学特論

・社会ソリューション特論

・先端医療学概論 ・臨床開発マネジメント論

・再生医療学特論
・分子標的薬・抗体医薬学
特論

・バイオロジクス開発学
特論

先 端 科 目
【１２単位以上】

先端研究開発プロジェクト科目
【先端研究開発プロジェクト研究 ４単位】

学部からの進学及び他大学・留学生の入学

Ｍ１

Ｍ２

論文審査・最終試験
（先端研究開発プロジェクト研究の成果と、科学技術アントレプレナー
シップ・プロジェクト研究の成果をまとめて修士論文を作成）

論文審査員の決定
修士論文の作成・提出

修士の学位取得

（人材）
先端科学技術の研究開発を行う企業において、技術者や研究者として研

究開発に従事するだけではなく、アントレプレナーシップ（企業家精神） を
持って、新しい研究開発成果を製品化するまでのプロセスを構築し、社会実
装へとつなげることで、イノベーション創出に貢献できる人材

修士論文発表会
（先端研究開発プロジェクト研究の成果と、科学技術アントレプレ
ナーシップ・プロジェクト研究の成果をまとめて評価）

アントレプレナーシップ科目
【アントレプレナーシップ入門、知的財産法基礎など ８単位】

先端研究経過発表会
（先端研究開発プロジェクト研究経過の評価）

（科学技術アントレプレナーシップ・プロジェクト研究（ケーススタディ）経過の評価）

アントレプレナーシップ・プロジェクト科目
【科学技術アントレプレナーシップ・プロジェクト研究
（ケーススタディ） 1単位】

理系教員により指導

社系教員により指導

社系・理系・実務家教員により共同指導

【産業技術実習 １単位】

実務家教員により指導

（注）指導体制

先端研究開発プロジェクト科目
【先端研究開発プロジェクト研究 ４単位】
【プレゼンテーション演習 １単位】

アントレプレナーシップ・プロジェクト科目
【科学技術アントレプレナーシップ・プロジェクト研究（個
別テーマ） 1単位】

履修プロセスの概念図

カリキュラムの構成

3

科学技術アントレプ
レナーシップ・プロ
ジェクト研究

アントレプレナー
シップ・プロジェクト

科目

アントレプレナーシップ・プロジェクト研究発表会
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木や草などの植物から、微生物機能を利用し、バイオ燃料やバイオ由来化成品の生
産を行い、脱石油資源の循環型社会の実現を目指す

新たなバイオテクノロジー技術を開発するとともに、バイオ資源から化学品、機能
性材料、機能性食品、医薬品等の生産を行うバイオプロダクション分野で科学技術
イノベーションを創出できる人材

■ 日本初の統合バイオリファイナリーセンター設立(平成19年12月)
■ 細胞表層工学と代謝工学の融合による「細胞工場」概念の確立
■ 多くの企業との産産学連携によりグリーンイノベーションを実現する中核的な拠点

として、世界をリードする研究を展開
■ バイオエタノール発酵に関するパイロットプラントを神戸大学内に設置し、実証実

験を実施
■ 公的な機関における日本最大のバイオ医薬品のGMP製造プラント及び中核的な

研究拠点を整備し、ライフイノベーションの実現に向けた研究を推進

バイオマス資源 基幹化合物群

アミノ酸

芳香族系化合物

アルコール類

ジオール類

有機酸

ジアミン類

機能性リン脂質

機能性糖質

有用イノシトール

機能性ペプチド

微
生
物
生
産

最終目的製品群

次世代燃料
化成品原料

バイオプラ
スチック・
バイオ繊維

バイオファイン
ケミカル
（機能性食品素材
医薬品原料
農薬原料 等）

インパクト

新市場の創出
（25兆円規模）

脱石油・エネル
ギー転換

CO2 排出削減

資源・エネル
ギー安全保障

農林水産業の
活性化

草
本
系

木
本
系
・
バ
イ
オ
マ
ス

神戸大学が推進するバイオマス原料から製品生産までの一貫プロセスを開発

★期待される事業創出

★育成される人材

★研究の強み・実績

バイオプロダクション
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日本初の先端膜工学センター設立（平成19年4月）（海外７大学膜センターと研究
提携）
先端膜工学研究拠点施設（6000m2）が大学キャンパス内に2015年2月竣工
膜工学に関する各種パイロットプラントを整備
先端膜工学研究推進機構（参画企業60社）との協働により、産学連携を強力に
推進

産学官連携により、膜を用いた省エネ型水処理・ガス分離プロセス、自然エネル
ギー利用創エネプロセス、環境循環型環境浄化プロセス等の開発を実施

環境に優しい社会の実現を目指して、新素材開発から膜作製技術・膜応用革新プロ
セスに至る総合的膜工学を習得し、環境・エネルギー関連分野で創造的技術イノ
ベーションを創出できる人材

「神戸方式膜工学（革新膜と革新的プロセスの創成）」の発信

膜を用いて水浄化やガス分離を行うことで、省エネ・創エネプロセスによる資源循環型
社会の実現を目指す

★期待される事業創出

★育成される人材

★研究の強み・実績

先端膜工学

機能性分離膜 適用プロセス群 革新的プロセス群 インパクト

水

処

理

用

ガ
ス
分
離
用

・
分
離
膜

高
機
能
・
高
性
能
化

海水淡水化

下 水 処 理

浄 水

有価物濃縮

排 水 処 理

脱 炭 酸

天然ｶﾞｽ精製

石 油 精 製

水 素 製 造

排ガス処理

創 エ ネ
プロセス
浸透圧発電
下水処理

ﾊﾞｲｵｶﾞｽ製造

資源循環
プロセス
下水処理リン･
窒素回収、工業
排水金属回収

水ビジネスの
創出（市場規
模 兆円）

新エネルギー
の創出

排出削減

資源循環型社
会の創出

水・大気の安
全保障

省 エ ネ
プロセス
正浸透海淡

ｾﾞﾛ換気空調

中空糸膜
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ＨＰＣ（スパコンを利用する高性能計算）と ＩｏＴ（広域ネットワーク化情報技術）の連携によ
り情報通信デバイスとIT応用技術分野で世界最先端の研究開発を推進

スーパーコンピュータ「京」やメニーコアプロセッサ向けのアプリケーション開発とそれ
らを先導的に用いた物質設計・エネルギー関連の重点課題を牽引
計算科学による新物質設計法と、情報通信デバイスの設計法・実装技法の第一線
の研究者が結集し、産官学連携による実践的な研究開発を実施

計算科学 先端材料群 革新的実装技術 インパクト

小型・
高効率な
スマート
モーター

次世代
パワー
デバイス

省エネ・省資源
によるクリーン
社会の実現

経済効果の
高い次世代
インフラ整備

環境負荷の
小さい

ものづくり

環境
エネルギー

発電
デバイス

エネルギー変換材料

光電・熱電・光合成・
水素生成など高効率
な環境発電材料

高機能分子材料

導電性や磁性のポリ
マー、レアアースを不
要とする高性能磁石

高性能ナノ接合材料

導電ペースト、高信
頼接合合金

高
性
能
材
料
創
出

自動車や
ロボット

希少資源に
依存しない製造

エクサスケール
コンピューティング

革新的数理
アルゴリズム

第一原理計算による
機能性物質設計

先進的通信
プロトコル

先端ＩＴ機器の高性能と省エネ・省資源化を両立する新物質設計法と組込み実装技術
を開発

新物質の創成と先進的な情報通信技術の創出を橋渡し、多元的なシミュレーションに
よる効果予測とデバイス設計開発のリーダーシップを発揮する人材

★育成される人材

★研究の強み・実績

★期待される事業創出

バッテリレス
情報通信端末

通信プロトコル設計

超並列計算による先端的物質デザイン

スーパーコンピュータ「京」「提供：理化学研究所」

先
端
Ｉ
Ｔ
機
器
組
込
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iPS細胞を用いる様々な研究手法と、レギュラトリー・サイエンスの理解を基盤として、
iPS細胞関連技術から製品を創出する研究開発の総合的推進が可能
ビフィズス菌を応用した新規経口ワクチン製造技術を開発。新規インフルエンザ経
口ワクチンや慢性Ｃ型肝炎に対する治療用経口ワクチンの臨床開発推進
SPring-8やコンピュータシミュレーションを駆使した創薬システムを確立。世界初の
Ras阻害剤（分子標的がん治療薬開発候補）を企業と共同開発し、化合物特許を国
内製薬企業にライセンスアウト
医療産業特区の活用による産学連携と薬事規制対応に最適な環境

★期待される事業創出

細
胞
加
工
、

創
薬
技
術

iPS細胞

I T創薬

分子標的薬

ワクチン

ＮＭＲ

治療/予防用
「飲むワクチン」

がんを引き起
こす特定蛋白
質を標的とし
た新しい
がん治療薬

がんや慢性疾患
を「細胞で治す」

時代を拓く

難治性ウイルス
感染症治療が

変わる

早期発見・手術が
困難ながんを克服

国内医薬品産業振
興と国民の健康福

祉の増進

iPS細胞から
大量生産する
「治療用細胞」

iPS細胞

プロバイオティクス
I
T

革新的創薬手法 要素技術 目標製品群 インパクト

iPS細胞やコンピュータシミュレーション、新規ワクチン製造基盤技術などの革新的医療開
発手法と医療産業特区の活用により新規治療法および診断法創出を総合的に推進

★育成される人材

Rasの結晶

S P r i n g - 8

生命科学の基礎知識と専門技術に裏打ちされた高いマネージメント能力により、医療
現場のニーズをいち早く発掘し、先端医療（新規医薬品、診断法、医療機器）の
創造につなげられる人材

「日本発」の革新的技術で新薬創出の停滞を打開し
健康長寿を実現

ビフィズス菌

★研究の強み・実績

先端医療学
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アントレプレナーシップ
文理融合のメリットを活かし、先端科学技術分野のシーズを基にして、グローバルな視点で競争力のある
事業創造を行える理系人材（理系出身の戦略的企業家）の養成を目指します。

事業創造の成功は、それを勝ち取る強い情熱と、冷静で合理的な戦略の両方が備わってこそ可能になります。最小のリス
クで最大のリターンを実現するためには、事業創造の車の両輪である「事業戦略（Strategy）」と「財務戦略（Finance）」、そ
して先端テクノロジーを事業化するにあたって不可欠な「知財戦略（IP rights）」を、理論と実践の両面からしっかり使いこな
す能力が必要です。本プログラムを通じて、いかにすれば事業創造の成功確率を飛躍的に向上させることができるのか、
その方程式を習得します。

アントレプレナーシップ

科学技術イノベーションを自ら創出できる力を持つ理系人
材（理系出身の戦略的企業）となることを念頭において、
アントレプレナーシップ（企業家精神）とベンチャー企業の
マネジメントに関する基礎知識を習得します。

事業創造の場において持続的競争優位を獲得し、維持
するために必要な戦略理論（競争戦略、リソース・ベース
ト・ビュー、イノベーション戦略など）および、組織マネジメ
ント理論とこれら理論の実践手法を習得します。

企業財務の基礎、財務計画の立案方法、企業価値評価
やディール・ストラクチャー設計などの知識を学習し、さら
に具体的な事例や演習を通して理解を深めることで、事
業創造における財務面での実践力を習得します。

特許法や著作権法を始めとする知的財産法制度の全
体像を学んだ上で、さらに実践的な特許出願手続、職
務発明制度への対応、ライセンス契約、侵害訴訟等に
関する研究を通じて、先端科学技術分野の事業創造に
おいて求められる知財の戦略的な取得・活用・保護の
方法を習得します。

受講生が有する、もしくは獲得しようと努めている先端
科学技術分野の研究テーマを題材に、事業化のシーズ
やアイデアを発掘し、それらを実際の先端テクノロジー
領域のベンチャー企業の事業創造プランに具体的に結
びつけるための実践的応用力（ビジネスモデル、ビジネ
スプランの実践的な立案ノウハウなど）を習得します。

授業科目の概要

アントレプレナー
シップ

• アントレプレナーシップ入門
• 起業とベンチャー経営

• ベンチャー企業の事業戦略
• ベンチャー企業の

イノベーション戦略

事業戦略

財務戦略

• コーポレートファイナンス
• アントレプレナーファイナンス

知財戦略
• 知的財産法基礎
• 知的財産法実務

知財戦略

事業戦略

財務戦略

実践的応用力

アントレプレナーシップ
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アントレプレナーシップ
文理融合のメリットを活かし、先端科学技術分野のシーズを基にして、グローバルな視点で競争力のある
事業創造を行える理系人材（理系出身の戦略的企業家）の養成を目指します。

事業創造の成功は、それを勝ち取る強い情熱と、冷静で合理的な戦略の両方が備わってこそ可能になります。最小のリス
クで最大のリターンを実現するためには、事業創造の車の両輪である「事業戦略（Strategy）」と「財務戦略（Finance）」、そ
して先端テクノロジーを事業化するにあたって不可欠な「知財戦略（IP rights）」を、理論と実践の両面からしっかり使いこな
す能力が必要です。本プログラムを通じて、いかにすれば事業創造の成功確率を飛躍的に向上させることができるのか、
その方程式を習得します。

アントレプレナーシップ

科学技術イノベーションを自ら創出できる力を持つ理系人
材（理系出身の戦略的企業）となることを念頭において、
アントレプレナーシップ（企業家精神）とベンチャー企業の
マネジメントに関する基礎知識を習得します。

事業創造の場において持続的競争優位を獲得し、維持
するために必要な戦略理論（競争戦略、リソース・ベース
ト・ビュー、イノベーション戦略など）および、組織マネジメ
ント理論とこれら理論の実践手法を習得します。

企業財務の基礎、財務計画の立案方法、企業価値評価
やディール・ストラクチャー設計などの知識を学習し、さら
に具体的な事例や演習を通して理解を深めることで、事
業創造における財務面での実践力を習得します。

特許法や著作権法を始めとする知的財産法制度の全
体像を学んだ上で、さらに実践的な特許出願手続、職
務発明制度への対応、ライセンス契約、侵害訴訟等に
関する研究を通じて、先端科学技術分野の事業創造に
おいて求められる知財の戦略的な取得・活用・保護の
方法を習得します。

受講生が有する、もしくは獲得しようと努めている先端
科学技術分野の研究テーマを題材に、事業化のシーズ
やアイデアを発掘し、それらを実際の先端テクノロジー
領域のベンチャー企業の事業創造プランに具体的に結
びつけるための実践的応用力（ビジネスモデル、ビジネ
スプランの実践的な立案ノウハウなど）を習得します。

授業科目の概要

アントレプレナー
シップ

• アントレプレナーシップ入門
• 起業とベンチャー経営

• ベンチャー企業の事業戦略
• ベンチャー企業の

イノベーション戦略

事業戦略

財務戦略

• コーポレートファイナンス
• アントレプレナーファイナンス

知財戦略
• 知的財産法基礎
• 知的財産法実務

知財戦略

事業戦略

財務戦略

実践的応用力

アクセスマップ

至平野

神戸文化
ホール

大学病院前

至三宮・新神戸

大　倉　山（地下）

神戸市営地下鉄至学園都市
　　　名谷

楠町六

（
市
バ
ス
）

湊川神社

至新開地
神戸高速鉄道

多聞通六

高速神戸（地下）
至阪急神戸三宮

至阪神神戸三宮

至三ノ宮

JR

神
　

　
戸

至明石

タ
ク
シ
ー
乗
場

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

９
系
統
バ
ス
乗
場

医学研究科
医学部医学科
医学部附属病院

六甲台キャンパス

楠キャンパス

人間発達環境学研究科
発達科学部

至六甲ケーブル下

至
鶴
甲
団
地

　神大発達科学部前

　神大国際文化学部前国際協力研究科
学生会館

　神大正門前

神大文･理･農学部前

国際文化学研究科
国際文化学部
大学教育推進機構

　神大本部工学部前

本部

自然科学系
先端融合研究環

工学研究科
工学部

六甲至
神
戸
三
宮

至
三
ノ
宮

至
神
戸
三
宮

阪急六甲

　　JR六甲道

阪神御影

J  R

国道2号線

阪　神　電　鉄

阪　急　電　鉄
至
大
阪（
梅
田
）

至
大
阪（
梅
田
）

至
大
阪

御影新在家

（注）　　は,  神戸市バス16系統六甲ケーブル下行
　　　　は,  36系統鶴甲団地行

36

36

36

16

36

16

阪急六甲36

16 36

16

36

16 36

経済学研究科
経済学部
経営学研究科
経営学部

法学研究科･法学部･附属図書館･経済経営研究所

理学研究科
理学部農学研究科

農学部 人文学研究科
文学部

システム情報学
研究科

アクセス
最寄り駅から 
徒歩
阪急「六甲」駅から約15 ～ 20分
バス
阪 神「御 影」駅、JR「六 甲 道」駅、阪
急「六甲」駅から、神戸市バス36系統
鶴甲団地行、鶴甲2丁目止まり行き乗車

「神大文理農学部前」下車
タクシー
阪神「御影」駅より約15 ～ 20分, JR「六
甲道」駅より約10 ～ 15分,阪急「六甲」
駅より約5 ～ 10分

アクセス
最寄り駅から 
徒歩
神戸市営地下鉄「大倉山」駅から約5分 
JR「神戸」駅から約15分
神戸高速鉄道「高速神戸」駅から約15分
バス
JR「神戸」駅から 神戸市バス9系統乗車、

「大学病院前」バス停下車
タクシー
JR「神戸駅」より約5分

科学技術イノベーション
研究科

科学技術イノベーション
研究科
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神戸大学大学院
科学技術イノベーション研究科
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1
TEL：（078）803-5331　FAX：（078）803-5349


